
Ⅰ．はじめに

　九州育種基本区内で選抜されたスギ精英樹クローンについて検
定林を設定し，成長量等に関する調査を続けてきた結果，基本区
内でのスギ精英樹クローンの成長（倉本ら，２００７）や材質（藤沢
ら，２００４）に関する遺伝的特性が概ね明らかになってきた。現在
九州地区林業試験研究機関連絡協議会育種専門部会の次世代育種
戦略分科会では，今後，林業経営において最も利益が得られる次
世代のスギ品種の選抜の準備を進めているが，その際，成長や材
質の特性に加え，林業経営上の安全性すなわち植栽後の活着や生
存率について検討しておくことも必要と考えた。
　そこで今回は，１２クローンのスギ精英樹が植栽されている地域
差検定林１７カ所を使用し，精英樹ごとに植栽後５年次および３０年
次における生存率を比較し，クローンや植栽箇所の違いで差が生
じているのか検証した。

Ⅱ．材料と方法

１）調査対象
　調査対象としたのは，スギ精英樹１２クローン，かつ各クローン
５０本のプロット植えで，３反復の植栽になっている地域差検定林
１７カ所（表－１）である。なお，これらの地域差検定林は調査台
帳の記述を参考に，３０年次調査までに大きな気象害等を受けてい
ないことを前提とした。

２）年次別生存率の解析
　クローンごとに，５年次および３０年次の生存率を，各検定林の
ブロック単位で算出した。なお，これまで各検定林では，基本的
に３０年次までに成長不良であった劣勢木の除伐が行われている。
今回これら除伐された劣勢木も生育不良と見なし，厳密な枯死木
とは異なるが，自然枯死木と除伐した劣勢木を込みにして３０年次
の生存率を算出した。
　以上のようにして求めた生存率を使用し，５年次および３０年次
において各クローンの生存率が各地で異なっているのか分散分析

により検証した。
　次に，生存率がどの程度遺伝的に支配されているか検証する目
的で，プロット平均値の反復率の算出を，宮浦（１９９８）の最小二
乗法による分散分析プログラムを用いて行った。このプログラム
は，分散分析が行えるほか，クローンの分散成分と検定林とク
ローンの交互作用の分散成分，および誤差の分散成分を求めるこ
とができる。その値から５年次および３０年次の生存率のクローン
平均値の反復率を以下の式で求めた。

R＝σ2f/（σ2f＋σGE/s＋σ2e/rs）
なお，Rはクローン平均値の反復率，σ2fはクローンの分散成分，
σGEはクローンと検定林の交互作用の分散成分，sは検定林数，r
は検定林あたりの反復数である。

Ⅲ．結果と考察
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表－１．調査対象としたスギ地域差検定林
設定県検定林名
長崎県長崎署スギ第二種第一試験地
鹿児島県九熊本第４号第一試験地
鹿児島県九熊本第４号第三試験地
鹿児島県九熊本第４号第二試験地
福岡県九熊本第６号第一試験地
福岡県九熊本第６号第三試験地
鹿児島県九熊本第１６号第三試験地
鹿児島県九熊本第１６号第二試験地
宮崎県九熊本第２１号第一試験地
宮崎県九熊本第２１号第三試験地
宮崎県九熊本第２１号第二試験地
宮崎県九熊本第２２号第三試験地
宮崎県九熊本第２２号第二試験地
鹿児島県九熊本第２３号第一試験地
鹿児島県九熊本第２３号第三試験地
鹿児島県九熊本第２３号第二試験地
福岡県九熊本第３４号第三試験地



　各クローンごとに５年次および３０年次の各地における生存率を
分散分析で検証したところ，５年次では県球磨５，宮崎署６の２ク
ローン，３０年次では県球磨５，県日田１，宮崎署６および県肝属２
の４クローンで検定林間差が存在していなかった（表－２）。ま
た，５年次の１８カ所平均生存率では県藤津２４が最も低く（８２％），
最も高い県東臼杵５および宮崎署６（ともに９３％）に比べ１１％の
生存率の差が存在していた。３０年次の平均生存率では，５年次と
同様，県藤津２４が最も低く（８１％），最も生存率の高かった県球磨
５（９２％）に比べ１１％の差が存在していた。
　さらに，生存率がどの程度遺伝的に支配されているか検証する
目的で，プロット平均値の反復率を算出したところ，５年次の生
存率で０．７７，３０年次の生存率で０．６３であった。よって，５年次お
よび３０年次の生存率は比較的遺伝要因に支配されていることを示
唆する結果が得られた。

　現在までに，九州地域におけるスギの単木あたりの成長特性や
材質特性は，場所によって変動するが概ね同様の傾向を示すこと
が報告されている（倉本ら，２００７；藤沢ら，２００４）。今回の結果
は，異なったクローンで樹高や胸高直径が同じであっても，それ
ぞれのクローンで生存率が異なることで，林分あたりの本数に差
が生じ，結果的に得られる材積量が異なる可能性が考えられる。
また，環境の差異によって生存率が変化し，予想した収穫が得ら
れない場合も生じると考えられる。よって，今後スギ次世代品種
開発の際，収穫予測の安定性を考慮した場合，県球磨５のように
３０年次での生存率が環境によって左右されにくい品種がよいと考
えられる。しかしながら，植栽箇所によって生存率が変動しない
クローンを選別する形質や指標等が現段階では不明であるため，
新品種を開発するには開発後３０年程度の時間を要してしまう。し
たがって，より詳細なクローン特性を調査し，生存率が安定して
いるクローンを早期に選別する指標を開発していく必要がある。
また，複数のクローンで生存率が検定林によって差が生じた理由
として，各クローンの特性に起因している可能性がある。特にク
ローンの晩生・早生といった成長に関する特性の差により，成長
の旺盛なクローンの被圧で成長が遅いクローンの生存率が低下し
た可能性があることが（比嘉，２００６）報告されており，今後詳細
な検討を要するものと考える。また，各地の気象や土壌等の条件
が異なっていることも生存率に差が生じた理由として考えられる。
よって今後，検定林位置情報から気象や土壌，および地形の情報
等を用いて詳細に解析を進めることが，今後スギ精英樹の特性評
価の際にも重要と考える。
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表－２．精英樹ごとの５年次および３０年次の生存率
の分散分析の結果

生存率
精英樹名

３０年次５年次

０．８４＊＊０．９１＊＊県八女１２

０．８７＊＊０．９１＊＊福岡署２

０．８１＊＊０．８２＊＊県藤津２４

０．８７＊＊０．９１＊＊県唐津６

０．９２N.S.０．９２N.S.県球磨５

０．８４＊＊０．９２＊＊県竹田１１

０．８７N.S.０．８８＊　県日田１

０．８７＊＊０．８９＊＊県日出１

０．９０＊＊０．９３＊＊県東臼杵５

０．８９N.S.０．９３N.S.宮崎署６

０．８９＊　０．９１＊　県姶良４

０．９０N.S.０．９１＊＊県肝属２

N. S．：生存率に地点間差なし
＊，＊＊：５％，１％有意水準で地点間差あり


